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今
月
1
日
、八
王
子
市
は
市
制
施
行
90
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
本
市
が
誕
生
し
た
の
は
、大
正

6
年
（
1
9
1
7
）
。
当
時
、東
京
府
と
呼
ば
れ

て
い
た
都
内
で
、東
京
市
（
現
23
区
）
に
次
い
で

2
つ
目
の
市
と
し
て
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
�

　
小
津
町
に
お
住
ま
い
の
青
木
博
さ
ん（
写
真
）

は
、今
年
本
市
と
同
じ
90
歳
に
。「
元
気
の
秘

け
つ
は
畑
仕
事
」
と
、晴
れ
た
日
に
は
い
つ
も
、

畑
へ
と
出
掛
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
今
号
は
、

市
制
90
周
年
を
記
念
し
て
、皆
さ
ん
と
と
も
に

『
夢
お
り
な
す
ま
ち
』
の
90
年
の
歴
史
を
祝
い

ま
す
。
�

市制90周年記念�

小
津
町
・
青
木
博
さ
ん
　
　
�

（
90
歳
）�

　
本
紙
8
月
15
日
号
で
、本
市
と
同
い
年

（
90
歳
）の
方
を
募
集
。
青
木
さ
ん
ほ
か
、

秋
間
　
さ
ん（
高
尾
町
）、江
添
ケ
イ
さ
ん

（
北
野
町
）、瀧
嶋
喜
美
子
さ
ん（
犬
目
町
）、

丸
山
勝
さ
ん（
宮
下
町
）か
ら
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
市
は
こ
の
5
名
の
方
を

記
念
式
典
に
ご
招
待
し
、市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
お
祝
い
し
ま
す
。
�

おりなすまち 八王子�おりなすまち 八王子�

　
う
ち
は
代
だ
い
農
家
で
、私
は
14
代
目
。若

い
こ
ろ
は
、戦
争
続
き
で
、軍
服
を
脱
ぐ
暇
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。家
業
と
の
両
立
は
た
い

へ
ん
で
し
た
よ
。昭
和
36
年
に
は
、私
が
育
て

た
綿
羊
が
品
評
会
の
全
国
大
会
で
、東
京
都

初
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
時
は
、う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。今
で
も
家
で
食
べ
る
野

菜
な
ど
は
、自
分
で
作
っ
て
い
ま
す
よ
。�

　
長
年
、民
生
委
員
や
消
防
団
の
団
員
・
相

談
役
な
ど
を
務
め
、地
域
に
貢
献
で
き
た
こ

と
が
私
の
誇
り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
少

し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。�
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おりなすまち 八王子�市制90周年記念�

誇りと自信　 
を胸に あした

へ�
　
大
正
6
年（
1
9
1
7
）、

本
市
は
多
摩
地
区
で
初
め

て
、全
国
で
は
66
番
目
の

市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
人
口
は
お
よ
そ

4
万
2
千
人
で
、世
帯
数

は
お
よ
そ
7
千
世
帯
。

今
で
は
、
人
口
56
万
人

（
国
勢
調
査
に
よ
る
）

の
大
都
市
へ
と
成
長
を

遂
げ
ま
し
た
。
�

　
皆
さ
ん
と
と
も
に

築
き
あ
げ
た
ま
ち
の

姿
と
90
年
と
い
う
歴

史
の
重
み
は
、私
た
ち

の
誇
り
で
あ
り
自
信

で
す
。
市
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
手
を
携

え
て
、誇
り
と
自
信

を
胸
に
、あ
し
た
へ

と
前
進
し
続
け
て

い
き
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
市
制
90
周

年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
る
催
し

を
紹
介
し
ま
す
。
�

記
念
式
典
を
開
催
�

　
大
正
6
年
10
月
1
日
、本
市
の「
市

制
施
行
」
を
祝
っ
て
、盛
大
な
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。市
は
、こ
の
日

を
市
制
施
行
記
念
日
と
定
め
、毎
年

式
典
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
の

式
典
は
、10
月
1
日
に
い
ち
ょ
う
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。�

　
式
典
で
は
、市
政
や
文
化
の
向
上

に
功
労
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
。市
政

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
す
。ま
た
、本
紙

1
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
、本
市
と
同
い

年（
90
歳
）の
方
を
式
典
に
ご
招
待
。

と
も
に
90
年
の
歴
史
を
祝
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、小
学
生
・
大
学
生
に
よ

る
合
唱
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も

行
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
課

（
☎
6
2
0
・
7
2
0
1
、Ｆ
Ａ
Ｘ
6
�

2
1
・
1
2
9
8
）へ
。�

内
容
　
高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
演

奏
、大
学
生
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
、ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
弦
楽
四

重
奏
）な
ど
�

日
時
　
10
月
1
日
（日）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分（
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
は
0
時
40
分
〜
）�

会
場
　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

夢美術館「現代日本　画名作展」�

　八王子織物の技術の
粋を集めて織り上げた、
昭和初期の貴重な織物
や伝統工芸の「多摩織」
などを展示。八王子ブラン
ドの新作ネクタイも、あわ
せて紹介します。�
日時　9月30日、10月1日
の午前11時～午後5時�
会場　学園都市センター
（八王子スクエアビル内）�
費用　無料�

申し込み　
不要、直接
会場へ�

問い合わせ
産業政策
課（☎620・
7379、FA�
X627・59�
51）、また
は八王子織物工業組合
（☎624・8800、FAX625・
5478）へ�

▲町火消しの姿をいきいきと�
織り上げた作品�

　東山魁夷、杉山寧ほか、文化
勲章を受章した作家の作品を集
め、夢美術館で展覧会を開催し
ます。また、「小島善太郎展」も同
時に開催。本市ゆかりの作家・小
島善太郎とともに、里見勝蔵、児
島善三郎の作品も紹介します。�
日時　9月29日～12月10日の午
前10時～午後7時（10月9日は
開館、10日は休館）�

観覧料　900円�
※児童、生徒、学生、65歳以上
の方と和服で来館された方に

は割引があります。�
�
　お子さんを預けて�
　ゆったり鑑賞を�

　9月30日、10月1・7・8・�
9日には、1歳から就学前のお子さ
んをお預かりします。時間は午前
11時から午後2時までで、費用は
無料。託児を希望される方は、観
覧希望日の前日までに、電話で夢
美術館へお申し込みください。�
　問い合わせは夢美術館（☎621・
6777、FAX621・6776）へ。�

夢美術館「現代日本　画名作展」�

　
11
月
23
日
か
ら

12
月
3
日
ま
で
、い

ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で「
ガ

ス
パ
ー
ル・
カ
サ
ド
国

際
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ク
ー

ル
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、市

内
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
中
。今
後

の
日
程
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。�

ミニコンサート日程表�
開  演  日  時�

9月15日（金）�
午後0時15分～�

9月21日（木）�
午後3時～、5時～�

9月26日（火）�
午後5時～�

10月13日（金）�
午後0時15分～�

10月15日（日）�
午後1時～、3時～�

10月19日（木）�
午後3時～、5時～�

会　場�

市役所2階市民ロ
ビー�

京王プラザホテル
ロビー（旭町）�

東海大学八王子病
院ロビー（石川町）�

市役所2階市民ロ
ビー�

そごう3階（旭町）�
�

京王プラザホテル
ロビー（旭町）�

カ
サ
ド
国
際
チ
ェ
ロ・
コ
ン
ク
ー
ル
�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
中
�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
中
�

特
別
展
「
多
摩
陵
・
高
尾
と
八
王
子
」
�

�　
出
場
者
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
募
集
�

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
、海
外
か
ら
参
加
さ
れ
る
出
場
者
の
受
け
入
れ
先

と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
同
実
行
委
員
会
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。問
い
合
わ
せ
は
学
園
都
市
文

化
課（
☎
6
2
0
・
7
4
0
9
、F
A
X
6
�

2
6
・
0
2
5
3
）、ま
た
は
同
実
行
委

員
会（
☎
6
2
5
・
2
1
2
0
、F
A
X
6
�

2
5
・
2
4
3
0
）へ
。�

▲チェロの音色が秋を感じさ
せて（そごうでのミニコンサートで）�

特
別
展
「
多
摩
陵
・
高
尾
と
八
王
子
」
�

　大正6年9月1日の夕刻、市制施行を祝う
八王子市民は、手に手にちょうちんを持って、
まちを練り歩きました。10月1日に本格的に
祝賀会（写真）、翌2・3日には花火大会が催
されると、近隣からも多くの見物人が出て、
にぎわったといいます。この時、沿道を飾っ
たちょうちんに描かれたマークが、のちに正
式に市章として採用されました。�

▲杉山寧作「暘」（よう）�

:
京
王
電
車
沿
線
名
所
図
会

（
部
分
）�

　
昭
和
2
年
、大
正
天
皇
の
陵
墓
で
あ
る「
多

摩
陵
」が
造
営
さ
れ
、全
国
か
ら
多
く
の
参
拝
客

が
本
市
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。市
内

の
名
所
・
旧
跡
を
案
内
し
た
刊
行
物
が
多
数
発

刊
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
。特
別
展
で
は
、当
時

の
ま
ち
の
様
子
を
、絵
ハ
ガ
キ
や
案
内
書
、地
図

な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。�

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
掲
載
し
た

図
録（
千
5
0
0
円
）も
販
売
し
ま
す
。�

日
時
　
10
月
1
日
〜
11
月
12
日
の
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
�

会
場
　
郷
土
資
料
館
�

�　
講
演
会
「
黎
明
期
（
れ
い
め
い
き
）
多
摩
の

　
観
光
」
も
開
催
�

　
特
別
展
の
期
間
中
、多
摩
の
観
光
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

日
時
　
10
月
15
日
（日）
午
後
2
〜
4
時
�

会
場
　
市
民
会
館
　
�

講
師
　
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学

芸
員
・
金
子
淳
さ
ん
�

定
員
　
80
名（
抽
選
）�

費
用
　
1
0
0
円
�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
講
演
会
」
と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
、返
信
面

の
あ
て
名
を
書
い
て
、

9
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
郷

土
資
料
館
（
〒
192
‐

0
9
0
2
上
野
町

33
、問
い
合
わ
せ
☎
6
�

2
2
・
8
9
3
9
、

F
A
X
6
2
7
・

5
9
1
9
）へ
�

八王子織物総合展�八王子織物総合展�
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市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
一
層
市
政
に
参
加
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、「
市
民
参
加
条
例
」

の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
ど
、公
募
市
民
な

ど
14
名
の
委
員
で
構
成
す
る「
市
民
参
加
の
し
く
み

づ
く
り
検
討
委
員
会
」か
ら
、市
長
に
提
言
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
提
言
書
に
は
、市
民
参
加
条
例

に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
や
、こ
れ
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
今
後
、こ
の
提
言
書
を
踏
ま
え
て
条
例
の
素
案

を
作
成
。こ
れ
を
公
表
し
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、平
成
19
年
度
中
の
施
行
を
め
ざ
し
ま
す
。�

　
提
言
書
は
、市
役
所
4
階
政
策
審
議
室
・
5
階
市

政
資
料
室
、各
事
務
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
内
4
つ
の

図
書
館
、市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、提
言
書
に
加

え
、委
員
会
の
会
議
録
・
会
議
資
料
も
公
開
し
て
い
ま

す
。問
い
合
わ
せ
は
政
策
審
議
室（
☎
6
2
0
・
7
2
�

0
0
、F
A
X
6
2
7
・
5
9
3
9
）へ
。�

市
民
参
加
の
し
く
み
づ
く
り
�

検
討
委
員
会
が
市
長
に
提
言
書
�

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、各
地
で
大

雨
や
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
家
の
周

り
を
点
検
し
、雨
ど
い
や
排
水
溝
に
詰

ま
っ
た
ご
み
は
取
り
除
く
な
ど
、し
っ
か

り
と
対
策
を
。ま
た
、非
常
持
ち
出
し

品
な
ど
を
用
意
し
、危
険
か
所
や
避
難

場
所
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、市
の
天
気
相
談
所
の
気

象
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
6
2
6
・

0
1
7
7
）な
ど
を
活
用
し
、危
険
を
感

じ
た
ら
早
め
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

�　
　10
月
に
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
�

　
こ
の
ほ
ど
市
は
、新
し
い「
防
災
マッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。震
災
時
の
避
難
場

所
や
日
ご
ろ
の
備
え
な
ど
に
加
え
、新

た
に
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
設
置
場
所
や
災
害
時
の
救
急
機
関

一
覧
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。新
し
い
マ
ッ

プ
は
、10
月
中
旬
ま
で
に
全
戸
配
布
し

ま
す
。�

�　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
配
布
中
�

　
ま
た
、浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の
方

に
は
、多
摩
川
・
浅
川
の「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マッ

プ
」も
、市
役
所
4
階
防
災
課
、各
事
務

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、大
雨
に

よ
る
河
川
の
増
水
で
、堤
防
が
決
壊
し
た

場
合
を
想
定
し
た「
浸
水
想
定
区
域
図
」

に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。�

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
�

日
ご
ろ
の
備
え
を
し
っ
か
り
と
�

　
台
風
に
よ
る
大
雨
な
ど
に
見
舞
わ

れ
る
と
、地
盤
が
緩
み
、土
砂
の
流
出
や

が
け
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
違
法
な
残
土
処
理
や
埋
め
立
て

を
行
っ
た
現
場
は
、要
注
意
。
周
辺
地

域
の
方
の
生
命
や
財
産
に
ま
で
危
害
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。埋
め
立

て
、盛
り
土
な
ど
に
は
、あ
ら
か
じ
め
許

可
が
必
要
で
す
。こ
れ
か
ら
、土
地
の
埋

め
立
て
を
計
画
し
て
い
る
方
や
、土
地

を
事
業
者
に
貸
し
て
土
砂
の
搬
入
を

行
お
う
と
し
て
い
る
方
は
、必
ず
事
業

者
と
契
約
を
す
る
前
に
市
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。問
い
合
わ
せ
は
開
発
指
導

課（
☎
6
2
0
・
7
2
6
2
、F
A
X
6
�

2
6
・
3
6
1
6
）へ
。�

大
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
に
注
意
�

監
査
委
員
に
よ
る
定
期
監
査

な
ど
の
結
果
を
公
表
�

　
4
月
11
日
か
ら
7
月
27
日
ま
で
実
施
し
た
定
期
監

査（
総
合
政
策
部
・
総
務
部
・
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
・

公
平
委
員
会
事
務
局
・
監
査
事
務
局
）の
結
果
と
、平

成
17
年
度
決
算
審
査
意
見
書
を
公
表
し
ま
し
た
。結

果
報
告
書
な
ど
は
市
役
所
9
階
監
査
事
務
局
、市
内

4
つ
の
図
書
館
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
監
査
事
務
局（
☎

6
2
0
・
7
3
2
0
、F
A
X
6
2
6
・
3
2
7
5
）へ
。�

問
い
合
わ
せ
　
防
災
課（
☎
6
2
0
・

7
2
0
7
、F
A
X
6
2
1
・
1
�

2
9
8
）ヘ
�

保健センター（☎625･9128、
FAX627･5887）�

29

▲国が、食事の組み合わせの目安を
示した「食事バランスガイド」�

▼
　

秋
こ
そ
食
の
バ
ラ
ン
ス
を
　

▲
�

　
サ
ン
マ
に
キ
ノ
コ
…
旬
の
食
材
が
並
ぶ
食
卓
は
、

ま
さ
に「
食
欲
の
秋
」の
風
景
。そ
ん
な
〃
お
い
し

い
季
節

だ
け
に
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
の
が
、バ
ラ
ン

ス
良
く
食
事
を
取
る
こ
と
で
す
。�

　
と
は
言
っ
て
も
、な
か
な
か
難
し
い
の
が
こ
の「
バ

ラ
ン
ス
」。目
安
が
付
き
に
く
く
、常
に
意
識
し
続

け
る
の
も
つ
ら
い
も
の
。そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、

昔
な
が
ら
の「
一
汁
三
菜
」で
す
。�

　
一
汁
三
菜
と
は
、ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
主
食
に

汁
物
、魚
や
肉
、豆
腐
な
ど
を
使
っ
た
主
菜
、野
菜

や
キ
ノ
コ
を
使
っ
た
副
菜
2
品
を
組
み
合
わ
せ
た

献
立
。で
も
、せ
っ
か
く
の一
汁
三
菜
も
、主
菜
が
肉

だ
け
や
魚
だ
け
に
片
寄
っ
て
い
た
り
、油
っ
ぽ
い
料

理
ば
か
り
で
は
、健
康
面
か
ら
見
て
も
心
配
で
す
。

食
材
や
料
理
法
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
が
、バ
ラ

ン
ス
良
く
食
べ
る
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。�

　
い
ず
れ
に
し
て
も
食
は
健
康
の
源
。「
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
」の
妨
げ
と
な
る
の
は
、実
は
偏
食
と

食
べ
過
ぎ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。�

〃�菓
子
・
嗜
好
飲
料
楽しく適度に

運動� 水・お茶�
←�
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交通安全催し日程表�
催　し　名�

交通安全�
「市民の集い」�

�

二輪車実技教室�

�

自転車実技教室�

�

交通安全フェア�
�

高齢者ドライバー教室
（四輪実技）�

高齢者自転車乗り方実
技教室と危険か所の地
図作成�

�

9月16日（土）�

�

9月17日（日）�
�

9月23日（祝）�

9月17日（日）�

�

9月24日（日）�

�

9月25日（月）�
�

�

9月27日（水）�

�

午後2～4時�

�

午前9時30分～正午�
�

午前10時～11時50分�

正午～午後2時�

�

午前11時～午後2時�

�

午前10時～正午�
�

�

午前10時～11時30分�

会　場�

川口市民センター�
�

飛鳥ドライビングカ
レッジ（左入町）�

高尾警察署東隣�

飛鳥ドライビングカ
レッジ（左入町）�

八王子駅南口（再
開発事業予定地）�

八王子中央自動車
学校（北野町）�

�

東浅川交通公園�

日　時�

9月21～30日は秋の全国交通安全運動�
『おもいやり 人に車に この街に』�

　市内在住で愛の手帳をお
持ちの、おおむね3歳～就学
前のお子さんとその保護者（2
人1組）を対象に、ぶんぶん教
室を開催します。保育士や音
楽療法士がリトミックなどを指
導。費用は無料です。�
日時　10月～来年3月の土曜
日の午前10時～11時30分
（全12回）�
会場　南大沢保健福祉セン
ター�

定員　10組（先着順）�
申し込み　往復ハガキに「ぶ
んぶん」と、住所・参加者全
員の氏名（ふりがな）・年齢・
性別・電話番号、利用証番
号（お持ちの方）、障害の内
容と等級、返信面のあて名
を書いて、9月25日(必着)ま
でに八王子市南大沢保健
福祉センター（〒192‐0364
南大沢2-27☎679・2205、
FAX679・2214）ヘ�

親子で遊ぼう「ぶんぶん」教室�

防犯リーダー養成講習会
を開催�

　市は、高齢者に積極的に地域活動に
参加していただこうと、「シニア元気塾」を
開講しています。今回は、江戸時代に代
官頭として赴任し、八王子のまちの基礎
をつくった大久保長安について学びます。�
対象　市内在住で60歳以上の方�
日時　10月19日（木）午後2～4時�
会場　いちょうホール�
講師　地域史研究家・樋口豊治さん�
定員・費用　180名（抽選）・無料�
申し込み　往復ハガキ（1人1枚）に「シ
ニア」と、住所・氏名（ふりがな）・年齢・
性別・電話番号、返信面のあて名を
書いて、9月22日（必着）までに八王子
市役所高齢者支援課（〒192‐8501☎
620・7244、FAX624・7720）へ�

シニア元気塾公開講座�
「大久保長安と八王子宿」�

▲経験豊富な講師が指導（昨
年の講習会で）�

　町会・自治会が自主的に取り組んで
いる防犯活動を支援しようと、地域の防
犯リーダーを養成する講習会を開催しま
す。実際にまち中でパトロールを体験し

ながら、防犯パト
ロールを行う際の
心構えや護身術
などを学びます。�
対象　町会・自
治会で防犯活
動に取り組ん
でいる方（前回
受講された方
を除く）�

日時　10月28日、11月11日の午前9時～
午後5時（連続2回）�

会場　教育センター�
定員・費用　20名（先着順）・無料　�
申し込み　市役所1階暮らしの安全安
心課で配布する申込用紙に記入し、9
月29日までに、直接暮らしの安全安心
課（☎620・7227、FAX620・7322）へ�

※地元町会長の推薦が必要です。また、
防犯協会の会員は、八王子・高尾防犯
協会を通じてお申し込みください。�

　今月21日から30日まで、「お
もいやり 人に車に この街に」
をスローガンに秋の全国交通
安全運動が行われます。基本
目標には「高齢者の交通事故
防止」を掲げ、「夕暮れ時や夜
間の歩行中や自転車乗車中
の事故防止」「二輪車の交通
事故防止」「シートベルトとチャ
イルドシートの着用の徹底」に
重点的に取り組みます。期間
中は、市内で下表の催しが開
催。費用は無料、申し込みは
不要です。直接会場へお越し
ください。�

　ルールを守り�
　事故防止を心掛けて�
�
　交通事故を防止するには、
ルールを守って行動すること
が大切です。歩行者は目立つ
色の服装をして、自動車もスピー
ドを落とすなど交通事故の防
止を心掛けましょう。�
　特に二輪車は、交差点など
では周囲の状況を把握して、
安全な速度を保って運転しま
しょう。問い合わせは交通事
業課（☎620・7410、FAX626・
3137）へ。�



　
10
月
1
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
、障
害
の
あ
る
方
が
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が「
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」と「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

に
分
か
れ
ま
す
。こ
れ
は
、地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、障
害
の
あ
る
方
が

障
害
の
程
度
や
内
容
に
関
係
な
く
、必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。�

　
ま
た
、身
体
機
能
を
補
完
、代
用
す
る
た
め
の

補
装
具
に
つ
い
て
は
、利
用
料
の
1
割
の
定
率
負

担
に
変
更
と
な
り
ま
す
。�

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
�

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、2
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。一つ
は
、食
事
・
入
浴
な
ど
日
常
生
活
の
介
護

な
ど
を
受
け
る
場
合
の「
介
護
給
付
」。も
う
一つ

は
、自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
訓
練
や
、

就
労
に
必
要
な
知
識
・
能
力
を
向
上
さ
せ
る
訓

練
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
場
合
の「
訓
練
等
給

付
」で
す
。介
護
保
険
の
よ
う
に
、支
給
決
定
の

各
段
階
で
、利
用
者
の
心
身
の
状
態
や
介
護
者

な
ど
の
状
況
を
調
査
し
、サ
ー
ビ
ス
の
支
給
を
決

定
し
ま
す
。支
給
決
定
ま
で
の
流
れ
は
、左
図
の

と
お
り
。す
で
に
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
方
に
は
、9
月
末
ま
で
に
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。利
用
者
の
負
担
率
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
す
。�

■
地
域
生
活
支
援
事
業
�

　
市
が
独
自
に
実
施
す
る
事
業
と
し
て
、利
用

者
の
意
思
や
、生
活
状
況
な
ど
に
応
じ
て
支
援

を
行
い
ま
す
。利
用
者
負
担
額
は
原
則
1
割
の

定
率
負
担
と
な
り
ま
す
が
、左
下
表
の
と
お
り
、

事
業
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。算
定
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、障
害
者
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
補
装
具
費
の
支
給
�

　
利
用
者
負
担
と
支
給
項
目
が
変
更
に
な
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
、所
得
税
額
な
ど
に
よ
り
利
用

者
負
担
額
を
算
定
し
て
い
ま
し
た
が
、利
用
料
の

1
割
が
定
率
負
担
と
な
り
ま
す
。ま
た
、負
担
が

増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、収
入
に
応
じ
た
月
額
の

上
限
額
を
設
定
し
、市
・
都
民
税
の
非
課
税
世

帯
に
は
、自
己
負
担
額
の
半
分
を
市
が
助
成
し

ま
す
。な
お
、10
月
か
ら
ス
ト
マ
用
装
具（
ぼ
う
こ

う
・
直
腸
機
能
障
害
用
の
補
装
具
）と
紙
お
む
つ

は
、日
常
生
活
用
具
費
に
変
更
と
な
り
ま
す
が
、

利
用
者
負
担
額
は
補
装
具
費
と
同
じ
で
す
。�

地域生活支援事業の種類表�

障害福祉サービスの支給決定までの流れ�

問
い
合
わ
せ
　
障
害
者
福
祉
課（
☎
6
2
0
・

7
3
6
7
、F
A
X
6
2
3
・
2
4
4
4
）へ
�

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
�

10
月
か
ら
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
が
変
更
に
�

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
秋
の
1
日
を
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、式
典
や
演
芸

な
ど
を
行
い
ま
す
。�

対
象
　
市
内
在
住
で
75
歳
以
上
の
方
�

期
日
　
10
月
24
日
（火）
　
�

時
間
　
午
前
の
部
…
午
前
9
時
30
分
、午

後
の
部
…
午
後
1
時
　
�

会
場
　
市
民
会
館
�

定
員
　
各
千
8
0
0
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
支
援
課（
☎
6
2
0
・

7
2
4
3
、F
A
X
6
2
4
・
7
7
2
0
）へ
�

健
や
か
に
生
き
る

長
寿
を
祝
う
会
�

　
理
学
療
法
士
や
保
健
師
が
尿
失
禁
の
話

と
骨
盤
底
筋
の
強
化
訓
練
を
指
導
し
ま
す
。�

対
象
　
市
内
在
住
で
40
〜
64
歳
の
せ
き
や

く
し
ゃ
み
な
ど
で
尿
も
れ
の
体
験
の
あ
る

女
性（
介
護
保
険
認
定
者
を
除
く
）�

日
時
　
10
月
20
日
〜
11
月
24
日
の
金
曜
日

の
午
前
10
時
〜
正
午（
全
5
回
）　
�

定
員
　
15
名（
選
考
）　
�

費
用
　
無
料
　
�

会
場
　
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
�

申
し
込
み
　
電
話
で
9
月
25
日
ま
で
に
南

大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
7
9
・
2
�

2
0
5
、F
A
X
6
7
9
・
2
2
1
4
）へ
�

は
れ
や
か
訓
練
の

参
加
者
を
募
集
�

事業の種類�

相談支援�
�

コミュニケー
ション支援�
�

日常生活用具
費支給�

移動支援�
�

地域活動支援
センター�

その他�

事業の内容�

障害のある方などからの相談に応じた
情報提供や援助�

聴覚、言語機能、音声機能の障害の
ため、意思疎通に支障のある方に、手
話通訳者などを派遣�

身体・知的障害のある方に、日常生活を
容易にするための用具の購入費用を支給�

視覚・知的などの障害のある方に、円
滑に外出できるように支援�

創作的活動などの機会の提供�
�
巡回入浴サービス�
日中一時支援事業�

利用者負担�

無  　料�
�

手話通訳・要約筆記
者の派遣は当面無料�
�

1割負担（月額上限額
の設定あり）�

1割負担（非課税世帯
は減免あり）�

無  　料�
�
1割負担�
1割負担�

サービスの利用申請�
障害者の心身
状況を判定す
るため、106項
目の認定調査
を実施� 障害程度区分の1次判定�

勘案事項調査�
地域生活、就労、日中活動など�

サービスの利用意向の聴取�

支給決定（市町村）�

暫定支給決定�

訓練・就労評価項目�

審査会の意見聴取�

医師の�
意見書�

障害程度区分の
認定（市町村）�

2次判定（審査会）�

介護給付では
障害の程度に
よって区分1～
6の認定が行わ
れます�

介護給付� 訓練等給付�
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　市内の私立幼稚園では、来
年4月の新入園児を募集しま
す。入園案内や願書の配布
は10月15日から、願書の受け
付けは、11月1日から各園で行
います。募集人数など詳しくは、
各幼稚園へお問い合わせを。�
�
　私立幼稚園児の保護者
　に補助金�

　お子さんを私立幼稚園に
通わせている保護者の負
担を軽減するため、補助金
を支給しています。まだ、申
請書を提出していない方は、
通園している幼稚園、また
は子育て支援課にお問い
合わせください。�
対象　市内に住民登録、ま

たは外国人登録があり、
今年4月1日以降にお子さ
んが私立幼稚園に通園中、
または通園していた方�
※市民税所得割課税額
による所得制限があります。�
申請手続　:途中入園で提
出していない方…各幼稚
園にある申請書で提出を�
:途中退園で提出してい
ない方…幼稚園で発行す
る「在園・保育料等納入済
証明書」と印鑑、振込先（郵
便局を除く）の口座番号が
分かるものを持って、直接市
役所2階子育て支援課へ�
問い合わせ　子育て支援
課（☎620・7247、FAX621・
2711）へ�

私立幼稚園で来年の新入園児を
募集�

　よりよい親子関係を築くための子育て講
座を行います。�
対象　市内在住で、未就学のお子さんの保
護者（すでに受講された方を除く）�
日時　10月13・20・27日、11月10・17・24日の
午前10時～正午�
会場　地域子ども家庭支援センターみなみ
野　�
定員　12名（抽選）�
費用　2,000円�
申し込み　往復ハガキに「親子関係」と住所・
氏名・お子さんの名前と生年月日、電話番
号、返信面のあて名を書いて、9月25日（必
着）までに八王子市地域子ども家庭支援
センターみなみ野（〒192‐0916みなみ野6‐
1‐1☎635・4152、FAX635・4153）へ�
※市のホームページからも申し込みができます。
また、受講者1名に付きお子さんを1名お預
かりします。「保育」とお書き添えを。�

のびのび子育て講座
「よりよい親子関係」�

　不登校児童・生徒のための
「高尾山学園」。今回は、来年
1月9日からの転入学希望者を
募集します。�
対象　小・中学生で次のすべ
てに該当する方�
:転入学時に市内に在住し
ている　:病気や経済的な
理由以外で年間30日以上
欠席、または保健室・カウン
セリング室などに通い、現在
も同じ状態にある　�
応募期限　10月20日（金）�
案内書などの配布　市役所8
階指導室、各市立小・中学
校、市のホームページで�
申し込み　所定の申請書に必
要事項を書いて、10月20日（必
着）までに直接、または郵送
で八王子市高尾山学園（〒
193‐0944館町1097‐30☎66�
6・9325、FAX664・9600）へ�

高尾山学園で転入
学希望者を募集�

講座日程表�
区　分�
�
�

基礎�
コース�
�
�
�
�
�

充実�
コース�

期　日�

10月 3日�
（火）�

10月 4日�
（水）�

10月 5日�
（木）�

10月16日�
（月）�

10月18日�
（水）�

10月19日�
（木）�

10月20日�
（金）�

時　間�

午前10時～午後3時
15分�

午前10時～午後3時�
�

午前10時～午後3時
10分�

午前10時～正午�
�
午前9時～正午�
�
午前10時～正午�
�
午前10時～正午�

内　容�

保育の心など�
�
乳幼児の病気など�
�
子どもを取り巻く環境など�
�
成長発達�
�
子どもの遊び�
�
子どもの世話�
�
ケガの防止と応急救護�

会　場�
�
�

由木中央市民センター�
�
�
�
�
�
�

せいがの森保育園�
（別所一丁目）�

　子育てや、子育て支援をするう
えで必要な知識や技能を学ぶ講
座を行います。基礎コースを終了し
た方は、ファミリー・サポート・センター
の提供会員（子育てのお手伝い）
として登録できます。また、充実コー
スまで終了した方は、ゆうゆうサポー
トの会員に登録できます。�
対象　市内在住で65歳以下の方�

日時・内容など　下表のとおり�
定員　30名（先着順）�
費用　基礎コース…無料、充実コー
ス…2,500円�
申し込み　電話、またはファックス
で基礎コースはファミリー・サポート・
センター（☎・FAX621・7001）、充
実コースは由木児童館（☎・
FAX676・8713）へ�

子育てサポーターとファミリー・サポート・
センター提供会員の養成講座�

広報はちおうじ　2006.9.157
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学園祭の日程表�
学　校　名�

東京造形大学�
創価大学�
創価女子短期大学�
東京工科大学�
共立女子大学（☆）�
拓殖大学�
帝京大学�
帝京大学短期大学�
法政大学�
工学院大学�
杏林大学�
サレジオ工業高等専門学校�
中央大学�
明星大学�
多摩美術大学�
東京薬科大学�
首都大学東京�
山野美容芸術短期大学�
ヤマザキ動物看護短期大学�
東京工業高等専門学校�
東京純心女子大学�
東京家政学院大学�
日本文化大学�
デジタルハリウッド大学（☆）�

期　日�
9月22～24日�
�
10月8・9日�
�
10月14・15日�
10月20～22日�

10月21・22日�
�
10月27～29日�
�
10月28・29日�
�
11月2～5日�
�

11月3～5日�
�
�

11月3・4日�
�
11月4・5日�

11月11・12日�
�
11月15日�
11月18・19日�

　
秋
は
、学
園
祭
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。市

内
に
あ
る
各
大
学
や
短
期
大
学
な
ど
で

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
企

画
が
催
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、学
園
都
市

連
絡
会
と
八
王
子
学
生
委
員
会
と
の
協

働
で
、「
2
0
0
6
学
園
祭
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。市
役
所
5
階
学
園
都

市
文
化
課
や
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー（
八
王

子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
）、各
事
務
所
・
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
学
園
都
市
文
化
課（
☎

6
2
0
・
7
4
0
9
、F
A
X
6
2
6
・

0
2
5
3
）へ
。�

学
園
祭
シ
ー
ズ
ン
開
幕
�

　申し込み・問い合わせ　八王子
観光協会（〒192‐0083旭町12‐1
ファルマ802☎643・3115、FAX643・
3110）へ�

会場・申し込み　サイエンスドーム八
王子（〒192‐0062大横町9‐13☎
624・3311、FAX627・5899）へ�

▲活気あふれる大学祭（昨年の杏林大学で）�

※☆の大学は、都区内校舎で開催�

▲あざやかに織りなす高尾の紅葉�

　途上国の人たちが貧困から抜け
出せるように公正な価格で貿易を
行う「フェアトレード」。八王子学生
委員会と市は、この国際協力の勉
強会を開催します。�
　当日は、学生が途上国の経済格
差や児童労働など諸問題に対して
提言、英国でのインターンシップ生
によるフェアトレードショップの体験
談の発表もあります。�
日時　9月25日（月）午後6時30分～
8時�

会場　学園都市センター（八王子
スクエアビル内）�
定員　60名（先着順）�
費用　無料�
申し込み　不要、直接会場へ�
問い合わせ　学園都市文化課（☎
620・7409、FAX626・0253）�

◆
稲
刈
り
�

日
時
　
10
月
22
日
（日）
午
前
10
時
〜
正
午
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

◆
か
か
し
ま
つ
り
の
か
か
し
を
募
集
�

10
月
7
日
〜
22
日
に
催
さ
れ
る
か
か

し
ま
つ
り
の
か
か
し
を
募
集
し
ま
す
。

手
作
り
か
か
し
を
作
成
し
て
、9
月
30

日
ま
で
に
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の

里
へ
直
接
、持
参
を
。�

◆
音
楽
祭
�

内
容
・
日
時
　
①
夕
や
け
小
や
け
音
楽
祭

…
10
月
15
日
（日）
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
30
分
、②
山
の
音
楽
祭
…
10
月
22

日
（日）
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
�

◆
緑
の
教
室
�

内
容
・
期
日
　
①
森
林
講
座
…
10
月
7
・

15
日
、②
テ
ィ
ー
＆
ハ
ー
ブ
…
10
月
12
・

26
日
�

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

費
用
　
①
各
千
円
、②
各
6
0
0
円（
入

場
料
は
別
に
必
要
）�

◆
そ
の
他
の
講
座
�

内
容
・
日
時
　
①
わ
ら
細
工
…
10
月
14
・

18
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
、②
草

木
染
め（
ク
ル
ミ
）…
10
月
7
〜
9
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
、③
ガ
ラ
ス
細

工
…
毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
30
分
�

費
用
　
①
各
5
0
0
円
、②
各
千
円
〜

3
千
円
、③
各
千
3
0
0
円
〜
千

5
0
0
円（
入
場
料
は
別
に
必
要
）�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

　平成8年に開園し、11年目を迎えた
今年9月4日（月）、入場者数が100万
人を突破しました。記念すべき100万
人目の入場者は、川町在住の佐々木
博之さん。くす玉と職員の拍手で迎
えられ、記念品などが授与されました。
同園では、入場者100万人突破記念
事業を11月12日（日）に開催します。�

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
夕
や
け
小
や
け

ふ
れ
あ
い
の
里（
☎
6
5
2
・
3
0
7
2
、

F
A
X
6
5
2
・
4
1
5
5
）�

秋の行楽シーズンを楽しもう�

　観光バス・高尾山ハイキングツアーなど�

夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
の
催
し
�

入場者数が開園から100万人を突破�

▲100万人目の祝福を
受ける佐々木さんご夫妻�

: 鉄道イベント�
内容　①大型鉄道模型「きかん
しゃトーマス」に乗ろう、②電車
のペーパークラフト工作、③鉄
道模型（HO・Nゲージ）走行
実演�

日時　10月8・9日の①午前10時～
午後4時、②午前10時30分～正
午、午後1時30分～4時、③午前
10時30分～午後3時30分�

　（※①は雨天の場合中止となります。）�
定員　②のみ各36名先着�
費用　無料（入館料は必要）�
申し込み　不要、直接会場へ�
: インターネットメール講座�
対象　パソコンの基礎的な操作ができる方�
日時　10月22・29日の午前10時～午後4時�
定員　各18名（抽選）�
費用　1,000円�
申し込み　往復ハガキ（1人1枚）に「パソコン」
と参加希望日・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号、返信面のあて名を書いて、9月29
日（必着）までにサイエンスドームへ�

: フリー工作広場「フィルム
ケース工作」�
日時　10月１日（日）午後1時
30分～4時�

定員　36名（先着順）�
費用　無料（入館料は必要）�
申し込み　不要、直接会場
へ�

: 科学工作教室�
対象　小学生以上の方�
期日・内容　①10月7日（土）…磁石ごま、②
14日（土）…ブルブル虫、③21日（土）…ぴ
かぴかイライラ棒、④28日（土）…落ち葉モ
ビ－ル�
時間　午後1時30分～４時30分�
定員　各24名（先着順）�
費用　①50円、②300円、③④200円�
申し込み　電話でサイエンスドームへ（ホーム
ページでも可）�
: 科学実験ショー�
期日・内容　①10月15日（日）…コップの水の
ふしぎ、②22日（日）…かざぐるまどうして回る
の、③29日（日）…あめんぼうどうして浮くの�

時間　午前11時30分～正午、午後1時30分～
2時、3時～3時30分�

定員　各36名（先着順）�
費用　無料（入館料は必要）�
申し込み　不要、直接会場へ�
: 星空観望会�
日時　10月28日（土）午後6時～（雨・曇天の
場合は解説のみ実施）�

費用　無料（入館料は必要）�
申し込み　不要、直接会場へ、�
: 昼間の天体観望会「太陽の観察」�
日時　10月9日（祝）午後1～4時�
費用　無料（入館料は必要）�
申し込み　不要、直接会場へ�
: スタンプラリーの開催�
対象　小学生以下の方�
日時　10月の毎週日曜日と祝休日の午前10
時～午後4時30分�

費用　無料（入館料は必要）�
申し込み　不要、直接会場へ�
●臨時休館日のお知らせ�
　10月10～13日は、プラネタリウム番組入れ
替えのため、休館します。�

▲「きかんしゃトーマス」に乗ろう�

◆広域観光バスツアー�
　千人同心ゆかりの地、姉妹都市の日
光を訪ねます。東照宮将軍着座の間の
特別拝観も行ないます。�
集合　11月1日（水）午前7時30分に南
大沢駅、8時10分に京王八王子駅�

定員　86名（抽選）�
費用　20,900円（1泊2日・男女別相部屋）�
申し込み　往復ハガキ（1枚4名まで）に「日
光」と参加者全員の住所・氏名・年齢・
電話番号（代表者に○印）・返信面の
あて名を書いて、9月30日（必着）まで
に八王子観光協会へ。�
◆10月の観光ミニバスツアー�
内容・期日　①「コスモス号」昭和記念
公園、立川防災館など…10月7日（土）、
②「八王子かるた号」郷土資料館、サ
イエンスドームなど…20日（金）�
集合　午前8時20分に京王八王子駅、9
時に南大沢駅�

定員　各30名（先着順）�
費用　①5,100円、②4,900円�
申し込み　電話で八王子観光協会へ�
◆高尾山ハイキングツアー�
集合　10月3・21日の午前9時に高尾登

山電鉄ケーブルカー清滝駅前�
コース　1号路（表参道コース）�
定員　各20名（抽選）�
費用　500円�
申し込み　往復ハガキに「高尾山」と希
望日・住所・氏名・年齢・電話番号・返
信面のあて名を書いて、実施日の2週
間前（必着）までに、八王子観光協会
へ�
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「
み
ん
な
の
声
」
は
「
市

長
へ
の
は
が
き
」
な
ど
の

ご
意
見
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。「
市
長
へ
の
は
が

き
」
は
各
事
務
所
や
駅
の
広
報
ス

タ
ン
ド
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.�

city.hachioji.tokyo.jp/

）の
市

長
へ
の
E
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
広
聴
広
報
室（
広

聴
担
当
☎
6
2
0
・
7
4
1
1
、Ｆ

Ａ
Ｘ
6
2
0
・
7
3
2
2
）へ
。�

松
が
谷
・
鈴
木
　
洋
光
さ
ん
�

匿
　
名
�

明
神
町
四
丁
目
・
中
村
　
眞
已
さ
ん
�

大
塚
・
川
端
　
猛
さ
ん
�

����　
自
宅
の
庭
に
ハ
チ
の
巣
が
で
き
た
た

め
、駆
除
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。市

へ
連
絡
を
し
て
駆
除
用
具
の
貸
し
出

し
を
受
け
ま
し
た
が
、我
が
家
か
ら
は

遠
い
た
め
、取
り
に
行
く
の
に
不
便
を

し
ま
し
た
。各
事
務
所
に
も
ハ
チ
の
駆

除
用
具
を
用
意
し
、利
用
し
や
す
く

し
て
く
だ
さ
い
。�

■
環
境
保
全
課
か
ら
�

　
駆
除
用
具
を
貸
し
出
す
際
に
は
、

防
護
服
の
着
用
の
方
法
や
用
具
の
使

い
方
、ハ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
際
の
注

意
事
項
な
ど
を
知
識
が
あ
る
環
境
保

全
課
の
職
員
か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、市
役
所
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。今
後
は
、各
事
務
所
で

も
駆
除
用
具
の
受
け
渡
し
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

　
な
お
、市
で
は
ハ
チ
の
生
態
や
刺
さ

れ
な
い
た
め
の
注
意
点
な
ど
を
ま
と
め

た
冊
子『
教
え
て
ハ
チ
博
士
』を
作
成
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
閲
覧
も
で
き
る

と
と
も
に
、各
事
務
所
な
ど
で
配
布
を

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

　
�

�　
�

　
�

　
身
体
が
不
自
由
な
私
は
、悪
天
候

の
日
な
ど
の
ご
み
捨
て
は
、と
て
も
た

い
へ
ん
で
し
た
。7
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」の
お
か
げ
で
手
間

が
軽
く
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、身
体

を
気
遣
い
、心
の
こ
も
っ
た
声
掛
け
に

も
、た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

■
ご
み
減
量
対
策
課
か
ら
�

　
市
は
、ご
み
出
し
が
困
難
な
身
体

障
害
者
や
高
齢
者
世
帯
、一
人
で
暮
ら

す
お
年
寄
り
の
方
な
ど
が
安
心
し
て

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、ご
み
の
収
集
方
法
を
検
討
し
、

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。今
後
も
、市
民
の
皆
さ
ん
と
職

員
が
顔
と
顔
を
合
わ
せ
、心
の
通
う

ご
み
収
集
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
な
お
、「
ふ
れ
あ
い
収
集
」を
希
望

す
る
方
は
、各
清
掃
事
業
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
�

　
�

��　
去
る
7
月
31
日
、埼
玉
県
内
の
公

営
プ
ー
ル
で
小
学
生
が
死
亡
す
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
施

設
に
お
い
て
、今
回
の
よ
う
な
万
一
の

事
故
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
危
機

管
理
と
保
障
責
任
を
行
う
考
え
な
の

で
し
ょ
う
か
。�

■
政
策
審
議
室
か
ら
�

　
市
の
各
施
設
で
、万
一の
事
故
が
起

き
た
場
合
、国
家
賠
償
法
が
適
用
さ

れ
、損
害
賠
償
な
ど
の
手
続
き
を
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
手
続
き

で
は
、施
設
の
構
造
な
ど
に
問
題
が

あ
っ
た
た
め
に
事
故
が
生
じ
た
と
き
は
、

施
設
の
設
置
者
で
あ
る
市
が
賠
償
責

任
を
、施
設
の
管
理
・
運
営
上
の
問
題

で
事
故
が
生
じ
た
と
き
は
、指
定
管

理
者
が
賠
償
責
任
を
負
い
ま
す
。�

　
市
は
、万
一
の
事
態
が
発
生
し
な
い

よ
う
管
理
会
社
と
連
携
し
て
日
ご
ろ

か
ら
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。�

����　
花
火
大
会
が
市
民
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、市
内
中
心
部
で
は
視

界
を
さ
え
ぎ
る
建
物
や
電
柱
な
ど
が

多
く
て
、よ
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
せ

ん
。そ
こ
で
、花
火
大
会
を
浅
川
河

川
敷
で
開
催
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
観
光
課
か
ら
�

　
花
火
大
会
は
、会
場
に
訪
れ
る
観

客
や
周
囲
の
住
宅
地
域
の
安
全
を

図
る
た
め
、保
安
距
離（
打
ち
上
げ

地
点
か
ら
の
安
全
距
離
）と
し
て
、直

径
2
2
0
メ
ー
ト
ル
を
立
入
禁
止
区

域
に
設
定
し
、火
薬
類
取
締
法
な
ど

の
法
律
に
従
い
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
浅
川
の
河
川

敷
で
の
花
火
大
会
の
開
催
は
、こ
の
保

安
距
離
を
満
た
す
場
所
を
確
保
す

る
の
が
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
す
。�

　
今
後
、八
王
子
花
火
大
会
実
行
委

員
会
の
事
務
局
で
あ
る
八
王
子
観
光

協
会
と
も
協
力
し
て
、よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
花
火
大
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

▲8万人の人出でにぎわった今年の花火
大会�

▲適切な防護用具の使用で、ハチの巣の駆
除は安全に�

広報はちおうじ　2006.9.15 10



������

���

募
集
�

�■
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

内
容
＝
障
害
の
あ
る
方
た
ち
が
参
加
す

る
運
動
会
の
手
伝
い
　
日
時
＝
10
月
22

日
（日）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3
時
　

会
場
＝
富
士
森
公
園
陸
上
競
技
場（
雨

天
の
場
合
は
29
日
（日）
に
椚
田
小
で
）　

申
し
込
み
＝
電
話
で
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
4
・
5
8
5
0
）�

※
10
月
15
日
（日）
午
後
1
時
30
分
か
ら

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う
説

明
会
に
出
席
を
。�

�

講
座
・
教
室
�

�■
市
民
講
座
「
成
年
後
見
制
度
を
老
後

　
の
つ
え
に
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
内
容

＝
弁
護
士
に
よ
る
制
度
説
明
　
日
時

＝
10
月
15
日
（日）
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
　
会
場
＝
市
役
所
9
階
9
0
3
会

議
室
　
定
員
＝
1
2
0
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
、ま

た
は
フ
ァッ
ク
ス
で
高
齢
者
相
談
課（
☎
6
�

2
0
・
7
4
2
0
、F
A
X
6
2
4
・
7
�

7
2
0
）へ
�

■
ゆ
う
ゆ
う
シ
ニ
ア
講
座
�

①
お
十
夜
の
お
は
な
し
�

日
時
＝
10
月
5
日
（木）
午
後
2
〜
4

時
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第

7
学
習
室
　
定
員
＝
36
名（
抽
選
）

費
用
＝
2
0
0
円
　
�

②
幼
児
と
遊
ぼ
う
�

対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
保
育
、お
や
つ
作
り
の
講
義

と
実
習
な
ど
　
日
時
＝
10
月
18
・
25

日
、11
月
8
・
15
日
の
午
後
2
〜
4
時

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
5
学

習
室
な
ど
　
定
員
＝
15
名（
抽
選
）

費
用
＝
2
0
0
円
　
�

③
ト
リ
ム
健
康
体
操
�

対
象
＝
60
歳
以
上
の
方
　
日
時
＝
10

月
12
日
〜
12
月
21
日
の
木
曜
日
の
午

後
2
時
〜
3
時
30
分（
全
10
回
）　

会
場
＝
川
口
公
民
館
　
定
員
＝
15
名

（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千
円
�

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
と

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ

て
名
を
書
い
て
、①
9
月
25
日
、②
28
日

（
と
も
に
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中
央

公
民
館（
〒
192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐
6

☎
6
4
8
・
2
2
3
2
）、③
は
30
日（
必

着
）ま
で
に
川
口
公
民
館（
〒
193‐
0
8
0
�

1
川
口
町
3
8
3
8
☎
6
5
4・8
4
5
0
）�

■
青
少
年
講
座
「
ク
ッ
キ
ン
グ
英
会
話
」
�

日
時
＝
10
月
21
・
28
日
、11
月
4
・
11
日

の
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分
　
会

場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
料
理
講
習
室

定
員
＝
16
名（
抽
選
）　
費
用
＝
千
5
0
�

0
円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
ク
ッ

キ
ン
グ
」と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、返

信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、9
月
28
日（
必

着
）ま
で
に
八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒

192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐
6
☎
6
4
8
・

2
2
3
2
）　
�

■
市
民
自
由
講
座
「
は
じ
め
て
の
陶
芸
」
�

日
時
＝
10
月
24
・
31
日
、11
月
7
・
14
・

28
日
、12
月
5
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
川
口
公
民
館
　
定
員
＝
15
人（
抽

選
）　
費
用
＝
3
千
2
0
0
円
　
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
陶
芸
」と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ

て
名
を
書
い
て
、9
月
30
日（
必
着
）ま

で
に
八
王
子
市
川
口
公
民
館（
〒
193
‐
0
�

8
0
1
川
口
町
3
8
3
8
☎
6
5
4
・

8
4
5
0
）�

■
基
本
健
康
診
査
後
の
健
康
学
級
�

①
高
血
圧
症
予
防
�

期
日
・
会
場
＝
9
月
25
日
（月）
…
保
健

セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
室
、26
日
（火）
…

保
健
セ
ン
タ
ー
�

②
糖
尿
病
予
防
�

期
日
・
会
場
＝
10
月
2
日
（月）
…
保
健

セ
ン
タ
ー
、6
日
（金）
…
保
健
セ
ン
タ
ー

南
大
沢
分
室
�

対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
　

▼
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
老
人
保
健
該
当
の
方
を
除
く
）　
▼
基

本
健
康
診
査
の
結
果
、血
圧
、糖
尿
病
が

要
指
導（
治
療
中
の
方
は
除
く
）　
▼
体

重（
キ
ロ
㌘
）を
身
長（
メ
ー
ト
ル
）の
2
乗

で
割
っ
た
数
値（
B
M
I
）が
25
以
上
　
内

容
＝
予
防
の
た
め
の
講
話
と
食
事
の
話
、

簡
単
な
体
操
　
時
間
＝
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
定
員
＝
各
25
名（
先

着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
�

1
2
8
）�

■
生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会
「
メ
タ
ボ

　
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
医
師
に
よ
る
講
話
な
ど
　
日
時

＝
10
月
5
日
（木）
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2

学
習
室
　
定
員
＝
50
名（
先
着
順
）　

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
1
2
8
）�

■
栄
養
教
室
「
ヘ
ル
シ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
�

対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
�

▼
40
〜
64
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▼
体
重（
キ
ロ
㌘
）を
身
長（
メ
ー
ト
ル
）の

2
乗
で
割
っ
た
数
値（
B
M
I
）が
25
〜

34
　
▼
運
動
が
可
能
な
方（
医
師
か
ら

の
運
動
制
限
の
あ
る
方
を
除
く
）　
内

容
＝
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
栄
養

講
話
、調
理
実
習
な
ど
　
日
時
＝
10
月

13
日
〜
12
月
22
日
の
金
曜
日
の
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分（
全
10
回
）　
会

場
＝
東
浅
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
定

員
＝
24
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
千
8
0
�

0
円
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
1
2
8
）�

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

　
講
習
会
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
、昭
和
63
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

内
容
＝
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
な
ど
　
日
時

＝
10
月
15
日
〜
12
月
3
日
の
毎
週
日
曜

日
の
午
前
9
時
45
分
〜
午
後
3
時
45

分
　
会
場
＝
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
八
王

子（
横
川
町
）　
定
員
＝
20
名（
抽
選
）

費
用
＝
2
千
8
0
0
円
　
申
し
込
み

＝
ハ
ガ
キ
に「
パ
ソ
コ
ン
」と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、9
月
29
日

（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
役
所
子
育
て

支
援
課（
〒
192
‐
8
5
0
1
☎
6
2
0
・

7
3
6
8
）�

ル
�

イ�フ�報�
情
� ァ�

市からの�
お知らせ�
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「税負担は減るの、増えるの」�

　平成19年度から地方税である個
人住民税の税率が一律10パーセント
になります。その一方で、国税である
所得税の額は、逆にほとんどの方が
引き下げられるため、皆さんの納める
税額は変わることはありません。�
　今回のような大きな税制改正は、
本市のような地方自治体が、国の補
助金などに頼ることなく、独自に財源
を確保して自立した判断と市民サー
ビスを実現するためのもの。国から地
方へ――という「税源移譲」の背景
があるのです。�

税制課（☎620・7396、FAX627・5918）�



▼ 休日救急診療 の 内科・外科・小児科�

18日（午前9時～午後5時）� 17日（午前9時～午後5時）�

救急診療�

12広報はちおうじ　2006.9.15

医療・健康心配ごと電話相談�
●毎日の午後8時～10時30分�
　夜間救急診療所　☎622‐9910�
●偶数日（全夜間と休日）�
　八王子医療センター　　☎665‐5611�
●奇数日（全夜間と休日）�
　東海大学八王子病院　☎639‐1111

休日歯科応急診療�
●午前9時～午後4時�
　保健センター2F　平岡町18‐3  ☎625‐9128

小児休日・全夜間救急医療�
●偶数日…八王子医療センター　☎665‐5611�

館町1163�
●奇数日…東海大学八王子病院　☎639‐1111�

石川町1838

救急病院の案内（一日中）�
●救急テレフォンサービス　☎042‐521‐2323�
●八王子消防署　☎625‐0119�
●東京都保健医療情報センター　☎03‐5272‐0303

夜間救急診療�
●内科・小児科　毎日の午後8～11時�
　夜間救急診療所（保健センター1F）  ☎625‐9910�
　平岡町18‐3

市からのお知らせ�情報ファイル�

休日産婦人科当番医�
　午前9時～午後5時�
●9月17日�
　八王子医療センター�
　☎665‐5611�
　館町1163

●9月18・23・24日�
　米山産婦人科病院�
　☎642‐5225�
　新町2‐12

24日（午前9時～午後5時）� 17日（午前9時～午後5時）�

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
　
内
容
＝
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、手
遊
び
な
ど
　
日
時
＝

9
月
28
日
（木）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
公
民
館
　
定

員
＝
15
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
直
接
、ま
た
は
電
話
で
南

大
沢
図
書
館（
☎
6
7
9
・
2
2
0
1
）�

■
民
踊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

開
演
日
時
＝
10
月
1
日
（日）
午
前
10
時

会
場
＝
市
民
会
館
　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問

い
合
わ
せ
＝
八
王
子
民
踊
協
会（
八
王

子
観
光
協
会
内
☎
6
4
3
・
3
1
1
5
）�

■
恩
方
地
区
で
「
リ
ン
ゴ
狩
り
」
�

期
間
＝
9
月
中
旬
〜
11
月
下
旬（
品
種

に
よ
り
収
穫
時
期
は
変
動
）　
費
用
＝

1
0
0
円（
も
ぎ
採
っ
た
リ
ン
ゴ
は
1
キ

ロ
㌘
に
つ
き
5
0
0
円
）　
問
い
合
わ
せ

＝
農
林
課（
☎
6
2
0
・
7
2
5
0
）�

■
シ
ア
タ
ー
川
口
「
大
地
の
子
守
歌
」

日
時
＝
10
月
1
日
（日）
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
川
口
公
民

館（
☎
6
5
4
・
8
4
5
0
）　
定
員
＝

各
70
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
世
界
の
人
と
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
「
モ

　
ン
ゴ
ル
の
お
話
」
　
�

日
時
＝
9
月
24
日
（日）
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
会
場
＝
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
11
階
☎
6
4
�

2
・
7
0
9
1
）　
定
員
＝
40
名（
先
着

順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不

要
、直
接
会
場
へ
�

■
南
大
沢
公
民
館
文
化
祭
�

内
容
＝
作
品
展
示
、発
表
会
　
日
時
＝

9
月
30
日
、10
月
1
日
の
午
前
9
時
〜
�

　
�

講
座
・
教
室
�

�■
消
費
生
活
講
座
「
投
資
被
害
に
気

　
を
つ
け
て
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
日
時

＝
9
月
27
日
（水）
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
　
会
場
＝
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

定
員
＝
40
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
消
費
者
セ
ン

タ
ー（
☎
6
2
5
・
2
1
5
5
）�

■
講
座
「
寄
せ
植
え
作
り
」
�

日
時
＝
9
月
27
日
（水）
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
会
場
＝
由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
　

定
員
＝
16
名（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千

円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
寄

せ
植
え
」と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、9
月
20

日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中
央
公
民

館（
〒
192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐
6
）　

問
い
合
わ
せ
＝
由
井
西
部
地
区
社
会

教
育
推
進
委
員
会
・
木
村（
☎
6
2
5
・

9
2
1
6
）�

　
�

催
し
�

�■
児
童
館
の
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
�

　
児
童
館
で
は
体
操
や
手
遊
び
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。会

場
や
日
時
な
ど
詳
し
く
は
各
児
童
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
由
木
児
童
館（
☎
6
7
6
・
8
7
1
3
）�

▼
北
野
児
童
館（
☎
6
4
5
・
8
5
8
0
）�

▼
南
大
谷
児
童
館（
☎
6
4
5・0
4
8
2
）�

■
ぴ
よ
ぴ
よ
絵
本
の
じ
か
ん
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
、1
・
2
歳
の
お
子
�

午
後
5
時（
1
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

会
場
＝
南
大
沢
公
民
館（
☎
6
7
9
・

2
2
0
8
）　
申
し
込
み
＝
不
要
、直

接
会
場
へ
�

■
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
�

内
容
・
日
時
＝
▼
作
品
展
示
…
9
月
30

日
、10
月
1
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5

時（
1
日
は
午
後
3
時
ま
で
）　
▼
舞
台
�

東郷クリニック�
南大沢2‐27�
フレスコ南大沢4F
☎670‐7727

多摩ニュータウン通り�
←�

橋本�

ガレリア�
ユギ�

南大沢中郷公園�

内�

外�

内裏橋�

南
大
沢
駅
入
口
東�

南
大
沢
駅
入
口
西�

南
大
沢
駅
入
口
西�

南大沢�

いわつぼ小児クリニック�
西片倉3‐1‐4�
第2みなみ野クリニックセンター3F
☎637‐3981

◯�文�片
倉
高
校
�

片倉高校前�

〒
八
王
子
王
子
�

〒
八
王
子
南
局
�

八
王
子
み
な
み
野
�

地
域
子
ど
も
家
庭
支
援
�

セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
�

◯�文�

東
京
工
科
大
�

国
道
国
道
1616
号
�

国
道
16
号
�

児�

朝比医院�
長房町519‐52‐101
☎664‐4008

横山橋�

追分町→�甲州街道�

横
山
橋�

南浅川�

長房団地�

銀行�

内�

児�

甲州街道� 西八王子→�

横山中�

散田五丁散田五丁目�散田五丁目�←�

めじろ台�

中散田中散田�中散田�

↓
�

横山横山�
　中学　中学�
横山�
　中学�

◯�文�

◯�公�

高
尾
駅�

↓
�

多摩眼科クリニック�
散田町4‐10‐11☎661‐6253

子安公園通り�

子安一丁目�

子安町五差路�

子安市子安市民センター�子安市民センター�

大和田橋�

←
�

八王子駅�
南口� ↑�

か
え
で
通
り
�

菊池眼科医院�
子安町1‐34‐12☎643-0325

→�

〒�

八幡神社�

甲州街道�

中央自動車道�

宮の前�宮の前�
城山大橋�

元八王子元八王子�
三局三局�
元八王子�
三局�

鍛冶屋敷鍛冶屋敷�鍛冶屋敷�

城山川�

高尾�

追
分
町�

クリニック田島�
元八王子町3‐2263‐5
☎666‐6080

内�

外�

高
尾

街
道

◯�文�

◯�文� ◯�文�

台町五差路�

南大通り�

大竹学園大竹学園�大竹学園�

都立二商�

甲州街道�

↑�

御
所
水
通
り�

西
八
ハ
イ
ツ�

大城小児科�
台町3‐27‐17
☎625‐0114

児�

八
王
子
盲
学
校�

・川口やまゆり館�

松枝小�

浅川�

唐松�
秋川街道�

高
尾
街
道
�

下
川
口
�

公
園
� ←

高
尾
�

◯�文�

青陽園診療所�
川口町1543
☎654‐5332

内�

D原町�

内�

↓�

↑�

北野町�
絹ヶ丘二丁目�

とりよせ�
公園�

銀行�

国道16号�

G
S野

猿
街
道�

絹ヶ丘整形外科・内科診療所�
絹ヶ丘2‐5‐30
☎637‐0077

外�

勝田医院�

☎625‐2727

八王子北高校�
松枝小�

佐貫�

レストラン�レストラン�
←�

秋川街道�

松枝橋�

高
尾
街
道
↓
�

川
口
町
�

◯�文�

◯�文�

外�
　原町556‐1

　原町�

　原町�

▼ 休 日 救 急 診 療 の 眼 科 �



▼ 休日救急診療 の 内科・外科・小児科�

24日（午前9時～午後5時）� 23日（午前9時～午後5時）�
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除
く
）　
申
し
込
み
＝
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、旧
券
を
持
っ
て

市
役
所
2
階
障
害
者
福
祉
課
、ま
た
は

浅
川
・
由
木
・
元
八
王
子
・
北
野
事
務
所

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
障
害
者
福
祉
課（
☎

6
2
0
・
7
2
4
5
）�

■
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
�

　
10
月
1
日
現
在
で
、平
成
18
年
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、国
内
の
事

業
活
動
の
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。今
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
総
務

課（
☎
6
2
0
・
7
2
0
2
）へ
。�

■
市
営
霊
園
で
生
花
な
ど
を
販
売
�

　
八
王
子
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、9
月
20

日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、市
営
霊
園
で

生
花（
6
5
0
円
）な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
民
総
務
課（
☎
6
2
0
・

7
2
3
1
）へ
。�

■
外
国
人
も
国
民
年
金
に
加
入
を
�

　
日
本
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
で
、厚
生
年
金
や
共
済
組
合
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、外
国
人
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。該
当
す
る
方
は
外
国
人
登

録
証
明
書
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
、市

役
所
2
階
国
民
年
金
9
番
窓
口
で
手

続
き
を
。問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康
保

険
年
金
課（
☎
6
2
0
・
7
2
3
8
）へ
。�

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

　
の
臨
時
休
館
�

　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
内
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
中
央
公
民
館
は
保
守
点
検
の
�

保
険
担
当
者
に
相
談
・
指
導
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。本
市
の
国
保
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
後
に
、国
保
の
保
険
証
で
受
診
し

た
場
合
は
、市
の
負
担
し
た
医
療
費（
7
〜

9
割
）を
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康
保
険

年
金
課（
☎
6
2
0
・
7
2
3
5
）へ
。�

■
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不
動

　
産
を
公
売
�

　
市
は
、市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押

さ
え
た
不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

売
却
代
金
は
、滞
納
と
な
っ
て
い
る
市
税

に
充
当
し
ま
す
。�

日
時
＝
10
月
17
日
（火）
午
後
1
〜
2
時

会
場
＝
市
役
所
5
階
5
0
1
会
議
室

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課（
☎
6
2
0
・
7
�

3
6
0
）　
※
公
売
は
市
税
の
納
付
状

況
に
応
じ
て
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。�

■
住
宅
の
増
・
改
築
な
ど
に
工
務
店
を

　
紹
介
�

　
市
は
住
宅
な
ど
の
増
・
改
築
や
修
繕

を
し
た
い
が
適
当
な
工
務
店
の
心
当
た

り
が
な
い
と
い
う
方
に
、建
築
組
合
な
ど

を
通
じ
て
工
務
店
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
住
宅
対
策
課（
☎
6
2
0
・

7
2
6
0
）へ
。�

■
心
身
障
害
者
都
営
交
通
無
料
乗
車

　
券
の
更
新
を
�

　
通
用
期
間
が
平
成
18
年
9
月
30
日

ま
で
の
都
営
交
通
無
料
乗
車
券
の
更
新

を
し
ま
す
。�

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方（
ま
だ
無
料
乗

車
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
申
請
で
き

ま
す
。た
だ
し
シ
ル
バ
ー
パ
ス
所
有
者
を
�

発
表
…
9
月
30
日
（土）
午
後
0
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
7
9・2
2
0
5
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直

接
会
場
へ
　
　
　
�

�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
ネ
オ
テ
ニ
ス
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上

の
初
心
者
　
日
時
＝
11
月
2
・
9
・
16
・

30
日
、12
月
7
・
14
日
の
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
甲
の
原
体

育
館
　
定
員
＝
30
名（
抽
選
）　
費
用

＝
5
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ（
1

人
1
枚
）に「
ネ
オ
テ
ニ
ス
」と
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、9
月
29
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子

市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
〒
192
‐
8
5
�

0
1
☎
6
2
0
・
7
3
3
5
）�

�

そ
の
他
�

�■
国
保
の
脱
退
手
続
き
は
お
早
め
に
�

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

脱
退
の
手
続
き
と
、被
保
険
者
証（
保
険

証
）の
返
却
を
市
役
所
2
階
市
民
課
、各

事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。転
出
す
る

場
合
は
、転
出
手
続
き
の
と
き
に
行
わ
れ

ま
す
。そ
の
際
に
は
、国
保
の
保
険
証
と

新
し
い
保
険
証（
転
出
の
場
合
を
除
く
）

と
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
。ま
た
、ほ
か
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
後
、新
し
い
保
険

証
が
で
き
る
ま
で
に
病
院
な
ど
で
の
受
診

が
必
要
な
場
合
は
、勤
務
先
な
ど
の
健
康
�

日
、25
日
か
ら
28
日
は
休
館
し
ま
す
。�

■
郷
土
資
料
館
2
階
展
示
場
の
臨
時

　
閉
室
�

　
郷
土
資
料
館（
☎
6
2
2
・
8
9
3
9
）

の
2
階
展
示
場
は
、特
別
展
の
準
備
の

た
め
9
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
閉
室
し

ま
す
。�

�

た
め
10
月
3
日
（火）
は
休
館
し
ま
す
。問

い
合
わ
せ
は
学
習
支
援
課（
☎
6
4
8
・

2
2
3
1
）へ
。�

■
東
浅
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
室

　
内
プ
ー
ル
の
利
用
中
止
�

　
東
浅
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
6
�

7
・
1
3
3
1
）の
室
内
プ
ー
ル
は
、清
掃

の
た
め
9
月
22
日
か
ら
25
日
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。�

■
夢
美
術
館
の
臨
時
休
館
�

　
夢
美
術
館（
☎
6
2
1
・
6
7
7
7
）

は
、展
示
替
え
の
た
め
9
月
19
日
か
ら
�

古谷医院�
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30分～5時　【会】大和田市民センター
など　【費】月1,000円　【問】

★やまなみ混声合唱団　【対】55歳
以上の方　【日】毎週木曜日の午前
10時～正午　【会】浅川市民センター
など　【費】月2,000円　【問】

★女声コーラス「銀のとり」　【対】
女性の方　【日】毎週金曜日の午前
10時～正午　【会】由木東市民セン
ターなど　【費】月2,500円　【問】

★みなみ野ネオテニス　【対】18歳
以上の方　【日】毎週日曜日の午後
1～5時　【会】みなみ野小など　【問】

★ストレッチ体操「21より若く」　
【対】60歳以上の方　【日】毎月第1・
3木曜日の午前10時～11時30分　【会】
クリエイトホールなど　【費】月2,000円
【問】
★土曜体操クラブ　【日】毎週土曜
日の午前10時～11時45分　【会】市
民体育館など　【費】入会金1,000円、
月1,500円　【問】

★ヨーガ・チャクラの会　【日】毎週
金曜日の午前10時15分～11時45分
【会】南大沢市民センターなど　【費】
月3,000円　【問】
★ヨガ「シルバーヨガサークル」　
【対】60歳以上の方　【日】毎週木
曜日の午前10時～11時30分　【会】
八王子労政会館（明神町三丁目）　
【費】月3,500円　【問】

★社交ダンス「踊ろう会」　【日】毎
週火、木曜日の午後1～3時と火曜日
の午後6時30分～8時　【会】クサマ
ホール（大和田町一丁目）など　【費】
入会金2,000円、月3,500円　【問】

★ダンスサークル「ヒートアップ」�
【日】毎月土曜日の午後1時30分～3
時　【会】恩方市民センターなど　【費】
月500円　【問】
★陵南いちょうダンスサークル　【対】
50歳以上の方　【日】毎週土曜日の
午前9時30分～11時40分　【会】横
山事務所など　【費】月2,000円　【問】

★よさこい柚の華　【日】毎週水曜
日の午後7時30分～9時　【会】中山
小など　【費】月3,000円　【問】

本中国友好協会事務局

★中国語入門・初級会話　【対】初
心者の方　【期】10～12月の毎週土
曜日の午後1時30分～3時　【会】クリ
エイトホールなど　【定】先着20名　
【費】月4,000円　【申】電話で日中友
好協会八王子支部
★ハーフ琴講習会　【日】9月22・29
日の午後2～4時　【会】横山南市民
センター　【費】500円　【申】電話で
琴アンサンブルアンジェラ

★健康体操講習会　【日】9月20・27
日の午後7時30分～9時　【会】恩方
市民センター　【定】各先着10名　【申】
電話でマイ体操の会

★フリーマーケット　【期・会】9月
30日、10月1日…南大沢中郷公園、11
月25日…富士森公園　【問】町田リサ
イクル
●会員募集�
★絵てがみ「秋桜の会」　【日】毎月
第1・3水曜日の午後1時30分～3時30
分　【会】川口公民館など　【費】月
1,500円　【問】
★平日のハイキング　【対】初心者
【内】八王子近郊の山を歩く　【期】
月1,2回　【費】体験参加1,000円、年
9,000円　【問】
★ありがとうクッキング　【対】男性
の方　【日】毎月第2土曜日の午前9
時20分～正午　【会】横山事務所な
ど　【費】月3,000円　【問】

★パソコン「ガレージバンドファン
クラブ」　【対】初心者の方　【日】
毎月第1・3木曜日の午前10時～11時
45分　【会】クリエイトホールなど　【費】
月3,000円　【問】
★時事川柳「桜柳吟社」　【日】毎月
第3水曜日の午後1～5時　【会】南大
沢公民館など　【費】月1,000円　【問】

★やさしい英会話サークル　【対】
18歳以上の方　【日】毎月第2・4火
曜日の午前10時～正午　【会】南大
沢公民館　【費】3か月10,000円　【問】

★日常英会話「英語おしゃべり会」
【日】毎週水曜日の午後7～9時　【会】
クリエイトホールなど　【費】3か月
15,000円　【問】
★歌と詩吟を楽しむ会　【対】初心
者の方　【日】毎週水曜日の午後1時�

の午後1時～4時30分　【会】クリエイ
トホール5階ホール　【定】先着150名
【費】300円　【問】社会福祉協議会
☎620・7365�
★南大沢市民センターまつり　【日】
9月30日（土）の午後1～5時、10月1日
（日）の午前10時～午後4時　【問】南
大沢市民センター☎679・2209�
★バザー　【日】9月30日（日）の午前
10時～午後1時　【会】すぎな愛育園・
心身障害者福祉センター（台町二丁目）
【問】同センター☎624・5850�
●そのほかの団体の催し�
★相続・遺言相談会　【日】9月24日
（日）、10月29日（日）の午後1時30分～
4時　【会】クリエイトホール第5学習室
【定】先着15名　【申】電話で相続な
んでも相談センター
★カウンセリング相談　【期】毎月
第1・3木曜日の午後1～2時　【対】女
性の方　【会】子安市民センターなど
【定】先着1名　【申】電話でカウンセ
リング同好会
★パイロットウォーク　【日】10月1日（日）
の午前10時～午後1時40分　【コース】
京王プラザホテル前～富士森公園　
【費】1,000円　【問】八王子東京パイ
ロットクラブ
★文化展　【内】絵画・手工芸など　
【日】9月19～25日の午前10時～午後
5時　【会】中央図書館　【問】障害
者協議会
★水彩画展　【日】9月13～18日の午
前10時～午後5時　【会】中央図書館
【問】彩美会
★マンドリンアンサンブルの集い　
【日】10月1日（日）の午後7時～8時50
分　【会】いちょうホール　【定】先着
800名　【問】八王子マンドリンクラブ

★チャリティダンスパーティ　【日】
9月17日（日）の午後3～7時　【会】甲
の原体育館　【費】1,200円　【申】
電話で山百合会
★パソコン講習会　【対】30歳以上
の初心者　【日】9月30日（土）の午前
9時30分～11時30分、午後1時30分～
3時30分　【会】八王子労政会館（明
神町三丁目）　【定】各先着20名　
【費】1,000円　【申】電話でパソコン
勉強会
★中国語入門　【日】10～12月の毎
週日曜日の午前10時30分～正午と毎
週水曜日の午後7時～8時30分　【会】
クリエイトホールなど　【定】各先着25
名　【費】12,800円　【申】電話で日�
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●特集：国際交流�

●10月8日（日）に高倉小で総
合防災訓練�

●国民健康保険制度が改正�

●地域子ども家庭支援センター
「館」が開館�

●市のホームページを一新�
など�

　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認
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役所5階、クリエイトホール1階、各市民センターなどにある申込用紙に書いて、掲載希望号の35日
前まで（会員募集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階広聴広報室（広報担
当）（〒192‐8501☎620・7228、FAX626・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連
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月1日（必着）までに同科学園（〒193‐
0843廿里町1833‐81☎661・0200）�
★成年後見制度講演会「親なきあと
の支援を考える」　【日】9月30日（土）
の午前10時～11時45分　【会】八王
子市学園都市センター（八王子スクエ
アビル内）　【定】先着250名　【問】
社会福祉協議会☎620・7365�
★講演会「神経難病講演会（病気の
理解と対応）」　【対】神経難病（脊
髄小脳変性症、多系統萎縮症）で療
養中の方とご家族の方　【日】9月21日
（木）午後2～4時　【会】八王子保健
所　【定】先着30名　【申】電話で八
王子保健所☎645・5111　�
�市民団体など�
●関連団体の催し�
★ホームヘルパー2級養成講座の受
講説明会　【対】20歳以上の方　【日】
9月25日（月）午前9時～正午　【会】や
さしい手八王子事業所（散田町三丁目）
【申】電話で同事業所☎669・0810�
★伝統文化こども教室「宮下囃子」
【対】小学1年生以上の方　【日】10月
4日～来年3月28日の毎週水曜日の午後
7時30分～9時30分　【会】宮下町公
会堂　【定】先着20名　【申】電話で
宮下囃子保存会
★市民企画事業補助金交付事業・コ
ンサート　【内】視覚障害者音楽家
と市民合唱団のジョイントコンサート　
【対】4歳以上の方　【日】12月15日（金）
の午後7～9時　【会】いちょうホール
【費】1,000円　【申】電話で八王子フィ
ルハーモニー合唱団

★レク協の講習会　【期・内】①10月
3日・10日…初心者レクダンス、②10月5・13・
20日…フォークダンス、③10月9日～来年
2月26日の毎月第2・４月曜日・・・囲碁初
級　【会】大和田市民センター、レク協（明
神町四丁目）など　【時】①②③とも午
後7～9時　【費】1,050円～4,200円　
【申】電話でレク協☎656・0901�
★ピースコンサート　【日】9月30日
午後5時30分開場　【会】南大沢文化
会館　【費】1,500円　【申】電話で八
王子勤労者福祉会館☎628・4909�
★中高年フォーラム「中高年の主張」
【対】40歳以上の方　【日】9月28日（木）�

す。その場で答えず、その職員の所属・
名前を確認して、八王子税務署☎622・
6291または、八王子都税事務所☎644・
1111へお問合せください�
★歯科衛生士人材育成研修　【対】
歯科医院勤務、在宅の歯科衛生士の
方　【日】10月5・12・26日、11月9・16日
の午後2時～4時30分　【会】南多摩
保健所（多摩市永山二丁目）　【申】9
月29日までに電話で同保健所☎042・3�
71・7661�
★都立八王子養護学校高等部学校
説明会　【対】平成19年度入学希望
者と保護者　【日】10月12日（木）の午
前9時～正午　【申】同校☎621・5500�
★都立南大沢学園養護学校「小学部・
中学部公開」　【日】9月26日（火）午
前8時50分～正午　【問】電話で同校
☎675・6075�
★都立翔陽高校公開講座「和太鼓初
級講座」　【対】18歳以上の初心者�
【日】10月14日、11月4・18日、12月9日の
午後1時～5時　【定】抽選20名　【費】
2,500円　【申】電話で同校☎663・3318�
★樹木とのふれあい展　【日】9月9
日～10月15日の土曜、日曜日と祝日の午
前9時30分～午後4時　【会】ウッディ
ハウス愛林（高尾町）　【問】高尾森
林センター☎663・6689�
★ゆうぱーく八王子の教室　【内】は
がきで文字遊び　【日】10月17日（火）
午前10時30分～午後0時30分　【会】
ゆうぱーく八王子（八王子スクエアビル
内）　【定】抽選30名　【申】往復ハ
ガキに必要事項と希望番号を書いて、
9月30日（必着）までにゆうぱーく（〒192‐
0083旭町9‐1☎643・3764）�
★リトミック講座　【対】音楽教育、
幼児教育に関心を持っている方など　
【日】10月1日（日）の午前10時30分～
午後4時30分　【会】東京純心女子大
学　【費】5,000円　【申】電話で同校
☎692・0326�
★親子森林教室「林内でキノコを探
そう」　【対】小学生以上のお子さん
とその保護者（1組4名まで）　【日】10
月21・22日の午前11時～午後3時　【会】
多摩森林科学園　【定】各抽選30名
【費】300円（小学生～高校生は50円）
【申】往復ハガキに必要事項と希望日・
参加者全員の氏名・年齢も書いて、10

官公署など�
�
★「法の日」無料相談　【内】土地・
建物の調査・測量、境界問題、不動産
の表示登記など　【日】10月2日（月）
午前9時～午後4時　【会】市役所2階
市民ロビー　【問】東京土地家屋調査
士会八王子支部☎654・2239�
★警視庁「家出人・少年相談」　【会】
①八王子少年センター　高倉町68番
地5　②家出人相談室　千代田区霞
ヶ関2‐1‐1　③ヤングテレホンコーナー
【時】①②午前8時30分～午後5時15
分　③午前8時30分～午後8時（土曜・
日曜日、祝日は5時まで）　【電話】①☎
642・1677　②☎03・3592・1640　③
☎03・3580・4970�
★自衛官募集　防衛庁では、自衛官
を募集しています。詳しくは八王子募
集事務所（☎645・8050）までお問合せ
ください。�
★新都市建設公社の宅地分譲　【所
在地】打越町2010番2ほか2区画　【価
格】2,900～3,000万円台　【募集期間】
9月23日～10月4日　【問】同公社☎648・
9124�
★恩給欠格者・引揚者に書状などを
贈呈　恩給欠格者、引揚者の皆さん
に内閣総理大臣からの書状を贈呈し
ています。　【問】平和祈念事業特別
基金フリー10120・234・933�
★税務職員を装った不審電話にご注
意を　税務署、都税事務所の職員を
名乗って、生年月日や家族構成、勤務先、
預貯金の口座などの個人情報を聞き
出そうとする不審電話が相次いでいま�



■発行：八王子市�
（〒192‐8501 元本郷町三丁目24番1号）�

■編集：広聴広報室（広報担当）�
☎620‐7228　FAX626‐3858�
�

※本紙に掲載させていただいた方へ写真を差しあ�
げています。左記までご連絡ください。�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�
16広報はちおうじ　2006.9.15

「ごちそうさま」で空っぽに�
　学校や職場などに持っていくお弁
当。おかずをどんな風に彩りよく詰め
ていますか。多くの方が、プラスチッ
クやアルミはくの間仕切りをお使いで
しょうが、食べ終わった後に、不燃ご
みとして残ってしまうのが難点。�
　そこで、エコ生活のヒント。間仕切り
にキャベツなどの野菜を使ってみるの
はいかがでしょう。キャベツはそのまま
では使いにくいので、ゆでることで扱
いやすく、また食べやすくもなります。�
　「ごちそうさま」をしたときには、お
弁当箱は空っぽに――野菜不足の
解消と、ごみを出さない一石二鳥の
取り組み、ぜひ一度挑戦してみてく
ださい。�

ごみ減量対策課（☎620・7256、FAX626・4506）�
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ス
ズ
ム
シ
と
と
も
に
、鳴
く
虫
の

代
表
選
手
と
し
て
知
ら
れ
る
カ
ン
タ

ン
。そ
の
名
は
中
国
の
故
事「
邯
鄲（
か

ん
た
ん
）の
夢
」に
由
来
す
る
と
い
う
。

し
か
し
、こ
の
小
さ
く
淡
い
ワ
ラ
の
色

を
し
た
虫
を
見
つ
け
る
の
は
、こ
と

の
ほ
か
難
し
い
。
葉
陰
か
ら
な
か
な

か
出
て
こ
な
い
う
え
に「
ル
ル
ル
ル
…
」

と
聞
こ
え
る
独
特
な
音
色
は
2
キ
ロ

ヘ
ル
ツ
と
低
く
、人
間
に
は
発
生
場

所
を
特
定
し
に
く
い
音
だ
か
ら
だ
。�

　
カ
ン
タ
ン
は
一
般
的
に
と
て
も
珍

し
い
昆
虫
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、ヨ

モ
ギ
な
ど
背
の
低
い
雑
草
が
生
え
て

い
る
草
地
な
ど
が
あ
れ
ば
、都
市
化

し
た
街
中
で
も
た
く
ま
し
く
生
き

残
っ
て
い
る
。成
虫
は
年
1
回
発
生
し
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
ヨ
モ

ギ
の
茎
に
卵
を
産
み
、次
代
に
命
を

つ
な
ぐ
。　
　（
八
王
子
自
然
友
の
会
）�

カ
ン
タ
ン�

国際交流フェスティバル2006
　
11
月
5
日
（日）
に
市
民
会
館
で
�

　
 

八
王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
�

　外国人との交流を通じ
て、お互いの習慣や文化
を見て、聞いて、学べる
国際交流フェスティバル。
今年は、9月17日（日）午
前10時から午後5時まで
学園都市センター（八王
子スクエアビル内）で開

催します。費用は無料。
申し込みは不要ですので、
直接会場へお越しくださ
い。問い合わせは学園
都市文化課（☎620・7409、
FAX626・0253）、当日は
国際交流コーナー（☎・
FAX 642・7091）へ。�

　
都
指
定
無
形
文

化
財「
八
王
子
車
人

形
」
、「
説
経
浄
瑠

璃（
せ
っ
き
ょ
う
じ
ょ

う
る
り
）」
と
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財「
小
津
の
太
刀
遣

い
」、「
木
遣
り
」の
公
演
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、獅
子
頭
の
展
示
や
、車
人
形
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。�

日
時
　
11
月
5
日
（日）
午
後
2
〜
4
時
�

会
場
　
市
民
会
館
�

定
員
　
千
8
0
0
名（
抽
選
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
1
枚
4
名
ま

で
）に「
民
俗
芸
能
公
演
」と
人
数
、全

員
の
氏
名
・
年
齢
、代
表
者
の
住
所
・

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
名
を
書

い
て
、10
月
14
日（
必
着
）ま
で
に
八
王

子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
実
行

委
員
会（
〒
192
‐
0
1
5
4
下
恩
方
町

1
5
6
6
西
川
古
柳
座
内
）へ
�

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課（
☎
6
2
0
・
7
�

2
6
5
、F
A
X
6
2
6
・
8
5
5
4
）へ
�

※
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
車
イ
ス
を

ご
利
用
の
方
は
、付
き
添
い
の
方
の
氏
名

の
お
書
き
添
え
を
。�

南大沢公民館で国際理解講座�

▲今熊神社の獅子舞�
（昨年の公演で）�

　「平和を願う」をテーマ
に、折り紙ボランティアの
海外での活動体験の講
演を行います。　�
日時　10月21日(土)午
後2～4時�

会場　南大沢公民館�

定員　60名（先着順）�
費用　無料　�
申し込み　直接、電話、
またはファックスで南
大沢公民館（☎679・2�
208、FAX679・2218）
へ�

9月は国民健康保険税、介護保険料の納期です�


